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No.1371 平成20年 2008.1.20  

「おはよう! 三鷹市です」FMむさしの 78.2MHz
放送時間／月～金曜日　10:20～10:25 

「みる・みる・三鷹」武蔵野三鷹ケーブルテレビ5
第278回1月20日～2月2日
天文台構内古墳を紹介します／第16回三鷹市民駅伝大会のお知らせ　
放送時間／8:30  12:30  19:30  21:30

人口と世帯 平成20年1月1日現在

住民登録者数：174,785人 男：86,440人／女：88,345人

外国人登録：3,200人 世帯：86,093世帯

Ｑどうして天文台の敷地で古墳が見つかつ

見つかったの？

Ａ地下深くから発見される一般の遺跡と異

なり、古墳は地上で丘のように見えるこ

とがあります。この古墳も、江戸時代の地誌

『新編武蔵風土記稿』大沢村の項に、「富士塚」

として記録されていましたが、昭和45年に最

初の発掘調査を行い、「塚」ではなく横穴式石

室の古墳であることが判明しました。

Ｑこれまでの発掘調査でどんなことが分分

分かってきたの？

Ａ平成17年度の調査で、被葬者を埋葬す

る「玄室」を新たに発見しました。また、

この古墳の中心部が3部屋で構成されているこ

とや、切り石を積み上げるという高度な技術

で石室が造られていることも分かりました。

今回の調査では、古墳の築造にあたって地

面の改良を行っていたこと、三方に最大幅

7.5ｍの周溝（掘）を巡らせていたことが判明

しました。また、古墳本体の大きさは、下段

の方形が縦横27～28mで、その中央部に推

定2.8ｍほどの高さの円墳が造られていたこ

とも確認できました。

Ｑ発掘の目的は？ これからの発掘調査はど

どのように進められていくの？

Ａ今回の調査は、この古墳をどのように保

存し、公開していくか検討するために行

っているものです。古墳の構造・規模や損傷状

況などの調査を行い、歴史的な意味づけをす

ることも、大きな目的の一つです。

今後は、築造された年代の確定や、盗掘の有

無を含めた副葬品の確認、そして将来の保存

策の検討などのため、玄室の中の調査を予定

しています。

天文台構内古墳の発掘調査を進めています
国立天文台の敷地内にある市内で唯一の高塚

たか つ か

古墳である「天文台構内古
墳」が、市教育委員会の発掘調査で、全国的にも珍しい「上円下方墳」である
ことが判明しました。
古墳は、そこに埋葬された人物が生きた時代の姿を推測する手がかりを、私た

ちに提供してくれます。今号では、そんなタイムカプセルへみなさんをご案内します。
生涯学習課�内線3315問�
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とは？
方形の段の上に円形の丘を載せる特異な形の古墳のことをいいます。これまで、発掘調査で

確認されているのは、全国に3例しかありませんでした。奈良市の「石のカラト古墳」や、府中

市の「武蔵府中熊野神社古墳」が有名です。

ちなみに、円いものは円墳、四角いものは方墳、鍵穴のような形をしているのは、手前が方

形、後ろが円形であることから前方後円墳といいます。

もっとくわしく知りたい！

天文台構内古墳Ｑ＆Ａ

解き明かしたい！

秘められた
天文台構内古墳の謎

●古墳が造られた時代は？
古墳に埋葬されていた人物は？
この古墳が造られたと推定される7世紀は、中央の大和政権が東国など

地方に支配勢力の拡大を図った時代です。645年の「大化の改新」を契機

に律令体制に移行し、やがて現在の東京都、埼玉県と神奈川県の一部は武

蔵国となり、府中市に国府が設置されるなど、大きな変革の世紀です。

こうした時代に造られた天文台構内古墳の埋葬者は、どのような人物だ

ったのでしょうか。

【推理1】 この古墳とよく似ている府中市の熊野神社古墳は、大和朝廷と

かかわりが深く、国府成立の過程で重要な立場にあった人物の墓ではな

いかと言われています。それよりも一回り小ぶりながら、形態などで類

似点が多い天文台構内古墳の埋葬者も、重要な役割を担う支配者・首長

であった可能性があります。

【推理2】 この古墳の眼下の崖斜面に、同じ頃に造られた7群69基もの

横穴墓があり、墓室の形態に多くの類似点があります。この線から、在

地の有力者像も考えてみる必要があるでしょう。

●ほぼ一直線に並ぶ3つの古墳
天文台構内古墳の西方7km先には熊野神社古墳が、さらにその西方

9kmには同様な石室をもつ八王子市北大谷古墳があります。

多摩川上・中流域にあるこれら3基の古墳はいずれも7世紀の築造で、

ほぼ東西一直線に並んでいます。これがただの偶然なのか、何らかの意図

があってなされたことなのか…。歴史の背景を解く重要な鍵が隠されてい

るかもしれません。

？！

古墳内部の石室の
想像図です
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円墳（直径約18m、現況の高さ約2.2m）
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深さ約1.8m）

入口部から見た古墳の内部（現在は埋め戻されています）

石室天井部の調査

●困りごとの相談は 市民相談専用電話
@0422-44-6600

●あなたのご意見を 市民の声専用FAX
I0422-48-2810

●子どもを見守る　安全安心メールの登録
maam@req.jp

あてに空メールを送信してください

●市役所代表電話
蕁0422-45-1151


